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 ＮＩＥ(Newspaper in Education＝「エヌ・アイ・イー」と読みます)は、学校などで新

聞を教材として活用することです。1930 年代にアメリカで始まり、日本では 85 年に提唱

され、現在に至っています。教育界と新聞界が協力し、社会性豊かな青少年の育成や活字

文化と民主主義社会の発展などを目的に掲げて、全国で展開しています。 

 

 新聞は、社会を映す鏡です。パネル展示している新聞は、ＧＨＱ占領期の新聞であり、

大阪で発行されていた「国際新聞」（現在は廃刊）です。当時

は数多くの新興新聞が発行されました。混乱期だった時代に、

情報を求める国民のニーズがあったのです。  

この新聞は、徳島新聞社が行ったイベントの際に、読者か

ら提供されたもので、貴重なＮＩＥ資料として、本学が譲り

受けました。国際新聞は、ＧＨＱの事前検閲などの制約下に

あった中、日本の一般紙では見られない独自の海外ニュース

や大胆な報道、骨のある論調で紙面を飾り、特色を出してい

たと言われており、ここでは「ドッジライン」などの当時の

世界情勢が鮮明に見えてきます。また、この新聞の発行日

（1949年 10月 31日）の翌日から、車は左、人は右という、通

行方式が変更されるという歴史の事実も、ここから分かりま

す。（日本では、車両と歩行者が同じく左側通行であったが、

1949年 11月 1日に車両と歩行者の対面交通が採用された。） 国際新聞 1949年 10月 31日 

 

 氾濫する情報に溺れそうになる「ネット社会」の今こそ、新聞を活用する教育の重要性

が叫ばれています。ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）は、2018年 2月、2030年の教育のあり

方を展望する「エデュケーション 2030」の概要をまとめました。ここでは、3 つの力の育

成が必要だとまとめています。①新たな価値を創造する力（適応力・創造力・好奇心・新

しいものに対して受け入れることができるオープンな意識）、②対立やジレンマを克服する

力（矛盾、相容れないような考えや立場にあったとしても、お互

いのつながりや関連性を考慮しながら、統合的に考えて行動して

いく力）、③責任ある行動をとる力（自分の成果物について責任を

もって説明できる力）です。 

 こうした能力を育成するために、ＮＩＥは格好だといえるでし

ょう。授業に取り入れると、新しい発見があるかも知れません。 

例えば、今話題なったことは、必ず号外（徳島新聞 2019 年 4 月 1 日）

が発行されます。ここから、どんな教材が作れるでしょうか。 
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